
《新規受講者募集中!!》

【日　 時】毎月第②・④金曜日　13:00～15:00
【受講料】6ヶ月 28,980円 教材、材料試飲込み

《講座アシスタントは日本きっての専門家》

坂柳　静【中医薬講師】　　　吉村　貞子【管理栄養士】

二人とも中国・北京中医薬大学で2回にわたり
研修留学を終えた専門家です。
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毎月 ②・④金曜日 
13：00～15：00

ＮＨＫ文化センター　　　　　　豊橋教室

お申込み、お問合せ

豊橋市今橋町1-2  NHK豊橋放送会館内　　　　　　　　  　  　　　　　　　 ℡(０５３２)５４－４１５５

美容と爽快なカラダ作りの食べ方を、入門編から易しくご指導。　　

病は口から”生活習慣病”  は ” 食べ方にあり。良薬は口に美味しい。

薬膳とは？
食べ方の医学・”膳”の食べ方

ここでしか学べないクオリティの高い薬膳教室をお届けしています。

中医薬大学のテキストを基準に、やさしくわかり易く解説します。

試食は“食医”による、歴代の皇帝に提供された名門レシピを再現！！今期テーマ

“良薬は口に美味し”　理論から日常の活用まで

“病は口から”生活習慣病の元凶は“食べ方に有り” なぜ、どうして、ではどうすればいいの？を学びます。

美肌、美髪は秋がお嫌いです。美肌・美髪作りに挑戦する薬膳料理、薬茶法。　

冬に体調不良（冷え性や生理不順、風邪）の方は今から取り組みましょう。手遅れにならないための薬茶・薬膳法。
やがては誰もが迎える更年期。間近では手遅れ、今の食生活が肝心要。

あなたの臓腑を生かすも殺すも“味”次第ってご存知？

冬の飲食はあなたの来年のカラダを決めます。これを「冬季進補」といいます 、その秘訣を学びます。        　　　　　　　　　        

一挙、映像から“薬膳食用法”全体を学びます。　

今年一年の“飲食の計”をたてましょう。 キーワードは？　

インフルエンザや花粉症の季節がきます。対応の秘訣あり。

憂うつ、何となく体調が・・・・・。これらの木の芽時症状の予防と改善の薬膳薬茶。

春が旬の食材は春のカラダを守ります。薬膳効能と薬膳活用あれこれ。　

爽やかな心は万病を防ぎます。認知症やうつ、精神神経系の病を防ぐ、薬膳薬茶法。
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NHK豊橋　医食同源　薬膳入門(金)
　今季のテーマ：“良薬は口に美味し”理論から日常の活用まで
1. 04/12　目で見る薬膳の全体像を一挙に把握
2. 04/26　「医食同源」「薬食同源」食べ物と病とクスリの関係
3. 05/10　生活習慣病にかかるも治すも“食べ方”から
4. 05/24　夏はすぐそこ、夏を健やかに過ごすための食の秘訣
5. 06/14　薬膳は悠久の歴史を持つ、且つ最新の医学
6. 06/28　季節の変化とカラダの変化は呼応します、対応させる薬膳
7. 07/12　日常の飲食で活きている薬膳飲食の知恵
 8. 07/26　夏バテはどこから、予防と克服の薬膳法
9. 08/09　元気は脾・胃の働き次第、免疫力はこれで決まる
10. 08/23　健やかな秋を迎えるための薬膳の秘訣
11. 09/13　秋は女性の大敵、肌荒れ、抜け毛、便秘を予防する薬膳
12. 09/27　あなたの体質や生活環境によって食材や配合を選びます

NHK豊橋　医食同源　薬膳入門(金)
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生活習慣病にかかるも治すも“食べ方”から
夏はすぐそこ、夏を健やかに過ごすための食の秘訣
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毎月 ②・④金曜日 13：
00～15：00

名古屋教室13年間のノウハウを惜しみなく豊橋教室へ。人気のコースです。

あなた自身のために、ご家族のために、薬膳で目から鱗の健康法を修得しましょう。

日本人唯一の中華名医受賞
大阪市立衛生研究所食品栄養学科を経て、

中国政府の招へいで北京に留学し、中医学を修得。
帰国顔は１０年間病院で勤務。
医食健・営養クリニック院長

社団法人/日本・中医保健医学会　理事長
名古屋市社会人生涯学習各区の講師
北京・龍人医学研究院客員教授
名古屋文化短期大学講師

3.NHK豊橋教室（金）医食同源　薬膳入門

ホームページをご覧ください。 （社）日本・中医保健医学会公式サイト 又は n-kenkou21


